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「丸亀市総合計画・行政改革プラン・自治基本条例」に関するアンケート：結果の概要 ②行政改革 

◎行政サービス水準と経費負担についての考え 

行政サービス全般に関する意見としては、将来世代に負担を残さないようにサービス水準を見直すべき、とい

う意見が大半を占めているが、ソフト事業（福祉など）については、経費が増えてもサービス水準を維持すべ

きという意見が最も多くなっている。 

一方、ハード事業（道路、公共施設など）や公共施設の使用料については、サービス水準を優先すべき、経費

の抑制を優先すべき、の２つの意見が拮抗している。将来世代への負担を残さないよう配慮しつつ、サービス

水準と経費のバランスをとりながら行政サービスを提供していく必要があるが、特に福祉などのソフト事業に

ついては、サービスの水準が維持できるよう努めていく必要があると考えられる。 

43.4 

35.1 

43.9 

27.7 

40.4 

36.9 

8.8 

7.8 

6.0 

18.3 

15.1 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

②福祉などソフト事業

（n=1,377）

③道路などハード事業

（n=1,377）

④公共施設の使用料

（n=1,377）

経費(利用者負担)が増えても、サービス水準を維持していくべき

経費(利用者負担)を抑制するため、サービス水準を下げてもやむを得ない

その他

分からない

無回答58.5

48.9

46.8

36.7

26.7

0% 20% 40% 60%

市役所での複数の手続きが１か所の窓口で済む

窓口に出向かなくても、インターネットを通じて

行政手続（届け出や申請）が可能となる

窓口で名前や住所の印字された申請書が出力

できて、何度も同じことを書かなくて済む

マイナンバーカードの活用により、行政手続の添付書類

（各種証明書）が減ったり、保険証や免許証利用などが進む

税金や施設の使用料などの公共料金が

キャッシュレスで支払いできる

74.9

69.1

35.3

29.1

25.2

0% 20% 40% 60% 80%

個人情報の流出やプライバシーの

侵害などの危険性がある

情報通信機器を利用できる人と

できない人の間に格差が生じる

ネットワーク切断の事故などにより、

社会的混乱が生じる

機器の購入や通信費などの

経済的負担が増加する

情報が氾濫し、

取捨選択が困難になる

図：行政サービス水準と経費負担について①～④ 

◎行政サービスのデジタル化についての考え 

デジタル化については、行政手続きを１か所の窓口、あるいはインターネット上で済ませられることを期待す

る意見が多くなっており、マイナンバーカードやキャッシュレス決済等の利用も含めて、手続き全般の簡略化

が求められていると考えられる。ただし、デジタル化にあたっては、多くの方が個人情報の流出への不安や、

情報通信機器の利用可否によって格差が生じることを懸念している。自由意見においても、デジタル化を進め

るべきという意見と、年配者への配慮を求める意見、どちらも複数みられることから、デジタル化を進めるに

あたっては、個人情報の保護を徹底することは当然のこと、全ての市民が情報通信機器を使用できる環境づく

りが必要になると考えられる。 

左図：デジタル化についての考え 

（上）デジタル化に期待すること 
  （下）デジタル化への不安 

※いずれも上位５項目抜粋 

◎民間の活力を活用する方法についての考え 

行政サービスを実施する上で、民間の活力を活用する手法につい

ての考えについては、「経費削減やサービス向上に繋がるのであれ

ば、民間活用すべきである」の割合が半数を占めており、民間活

用すべきという３項目を合わせると、約８割の方が民間活用すべ

きと回答している。 

一方、「公的サービスは行政が行うべきであり、民間活用すべきで

ない」と回答した方も一定数存在する他、その他の意見には、「公

的サービスでも、内容に応じて民間活用や行政が行うところを線

引きすべきである」等の意見があり、民間活用を視野に入れつつ

も、サービスの充実や経費削減に繋がるかを検討した上で決定す

る必要があると考えられる。 

図：民間の活力を活用する手法についての考え 
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